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儀
式
の
個
別
化
や
多
様
化
と
い
う
市
民
ニ

ー
ズ
に
十
分
対
応
で
き
て
い
ま
せ
ん
。

　

火
葬
炉
が
五
基
し
か
な
い
現
在
の
斎
場

は
、
火
葬
件
数
が
増
え
る
冬
季
に
は
一
週

間
以
上
の
「
火
葬
待
ち
」
が
発
生
す
る
な

ど
、
施
設
能
力
の
限
界
に
近
づ
き
つ
つ
あ

り
ま
す
。
ま
た
、今
後
は
高
齢
化
に
伴
い
、

左
表
の
よ
う
に
火
葬
件
数
の
急
激
な
増
加

が
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
こ

と
か
ら
、
適
正
規
模
の
斎
場
整
備
を
速
や

か
に
行
う
必
要
が
生
じ
て
い
ま
す
。

　

現
在
の
斎
場
が
あ
る
場
所
は
建
築
基
準

法
上
、延
べ
床
面
積
に
制
限
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
敷
地
も
狭
く
、
新
斎
場
と
し
て
必
要

な
規
模
の
建
物
を
建
設
で
き
な
い
こ
と
な

ど
か
ら
、
建
て
替
え
は
困
難
で
す
。
そ
こ

で
、
市
は
平
成
21
年
度
か
ら
、
庁
内
に「
川

越
市
新
斎
場
建
設
検
討
委
員
会
」
を
設
置

し
、
検
討
し
て
き
ま
し
た
。

新
斎
場
整
備
の
基
本
構
想
は
？

　

斎
場
整
備
の
課
題
を
整
理
し
、
新
斎
場

整
備
の
必
要
性
を
明
ら
か
に
し
た
う
え

で
、
整
備
方
針
や
能
力
お
よ
び
機
能
、
建

設
予
定
地
、
事
業
手
法
な
ど
の
基
本
的
な

事
項
を
定
め
て
い
ま
す
。

●
施
設
の
整
備
方
針

　

施
設
の
整
備
目
標
は
「
心
や
す
ら
か
に

別
れ
の
時
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
る
斎

場
」
で
す
。
次
の
施
設
整
備
方
針
に
基
づ

き
、
整
備
目
標
の
実
現
を
目
指
し
ま
す
。

①「
旅
立
ち
の
場
」

　

人
生
の
終
わ
り
を
飾
る
の
に
ふ
さ
わ
し

い
、
厳
か
で
品
格
の
あ
る
施
設
と
す
る
こ

と
を
、
総
合
的
な
整
備
方
針
と
し
ま
す
。

②「
別
れ
の
時
を
静
か
に
感
じ
ら
れ
る
場
」

　

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
に
配
慮
し
て
、
火
葬
炉

の
前
に
告
別
・
収
骨
・
炉
前
ホ
ー
ル
を
そ

れ
ぞ
れ
設
け
、
他
の
葬
家
と
接
触
し
な
い

よ
う
に
す
る
な
ど
、
儀
式
を
個
別
化
す
る

た
め
の
工
夫
を
す
る
と
と
も
に
、
眺
望
に

配
慮
し
た
待
合
室
な
ど
を
整
備
し
ま
す
。

新
斎
場
建
設
基
本
構
想
を
策
定
し
ま
し
た

新
斎
場
建
設
準
備
室
L
2
2
4
︲
6
1
4
4
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5,550

5,573

5,712

5,786

5,460

5,755

（件）
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将来火葬件数の推計

＊件数は、5年間の推計件数の年平均です。例えば、平成
22年から同26年までの推計件数の年平均が3,207件であ
ることを表しています（平成22年の火葬件数は2,623件）。

な
ぜ
、
新
し
い
斎
場
が
必
要
？

　

大
正
12
年
に
現
在
の
地
に
建
て
ら
れ
た

川
越
市
斎
場
は
、
昭
和
51
年
に
改
築
し
て

か
ら
約
三
十
五
年
が
経
過
し
、
施
設
の
老

朽
化
が
進
ん
で
い
ま
す
。
待
合
室
の
改
修

や
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
設
置
な
ど
を
し
ま
し

た
が
、
告
別
室
が
な
く
収
骨
室
も
一
室
し

か
な
い
こ
と
な
ど
か
ら
、
告
別
か
ら
収
骨

ま
で
の
間
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
を
確
保
す
る

こ
と
が
難
し
く
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

現在の斎場は告別室がないため、入り口（写真右側）を
入ってすぐに火葬炉（写真左側）があります
現在の斎場は告別室がないため、入り口（写真右側）を
入ってすぐに火葬炉（写真左側）があります

1室しかない収骨室（写真左側）
は、2階の待合室に向かう階段
が隣接していて、プライバシー
を確保するのが難しい状態です

1室しかない収骨室（写真左側）
は、2階の待合室に向かう階段
が隣接していて、プライバシー
を確保するのが難しい状態です
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③「
人
と
環
境
に
や
さ
し
い
施
設
」

　

環
境
に
や
さ
し
い
設
備
を
導
入
す
る
と

と
も
に
、
建
物
の
意
匠
や
緩
衝
緑
地
が
、

周
辺
の
環
境
と
調
和
し
た
景
観
と
な
る
よ

う
配
慮
し
ま
す
。

●
必
要
な
火
葬
炉
の
数

　

人
口
推
計
に
基
づ
き
将
来
火
葬
件
数
を

予
測
し
た
と
こ
ろ
、
十
年
後
に
は
現
在
の

約
一
・
五
倍
、
二
十
年
後
に
は
二
倍
以
上

の
火
葬
件
数
に
対
応
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。
そ
こ
で
、
新
し
い
斎
場
で
は
現
在
の

二
倍
以
上
と
な
る
十
二
基
の
火
葬
炉（
う

ち
二
基
は
補
修
・
点
検
時
な
ど
の
予
備
炉
）

を
整
備
し
ま
す
。
さ
ら
に
、
運
用
面
で
の

工
夫
に
よ
り
、
予
想
さ
れ
る
火
葬
件
数
に

対
応
で
き
る
施
設
と
し
ま
す
。

●
建
設
予
定
地

　

国
や
県
が
過
去
に
示
し
た
基
準
と
、
市

の
特
性
を
考
慮
し
て
、
建
設
候
補
地
の
抽

出
条
件
や
評
価
基
準
を
定
め
ま
し
た
。
こ

れ
ら
に
基
づ
き
複
数
の
候
補
地
の
選
出

と
、
客
観
的
な
点
数
評
価
を
実
施
。
そ
の

結
果
、
小
仙
波
地
区（
左
地
図
）を
建
設
予

定
地
と
し
て
選
定
し
ま
し
た
。

　

こ
の
場
所

は
、
建
設
候
補

地
を
評
価
し
た

際
に
、
交
通
ア

ク
セ
ス
や
市
民

聖
苑
の
利
用
の

し
や
す
さ
な
ど

利
便
性
と
、
周

辺
環
境
の
項
目

で
高
い
評
価
を

得
ま
し
た
。
そ

の
後
、
地
権
者

お
よ
び
地
元
住

民
に
対
す
る
説

明
会
や
協
議
を

行
な
い
、
昨
年

十
一
月
に
予
定

地
を
決
定
し
ま

し
た
。

〈
こ
れ
ま
で
の
経
緯
〉

平
成
22
年

　

5
月
～

建
設
予
定
地
の
検
討

2
月

予
定
地
選
定（
庁
内
）

地
権
者
説
明
会

（
事
業
協
力
依
頼
）

市
議
会
で
報
告

（
予
定
地
選
定
）

3
月

自
治
会
説
明
会

（
小
仙
波
、
古
谷
の
一
部
）

周
辺
住
民
等
へ
の
説
明

6
月

地
権
者
説
明
会

8
月
～

9
月

一
部
地
権
者
と
の
協
議
が

整
わ
ず
、
予
定
地
の
区
域

変
更
を
検
討

10
月

地
権
者
・
小
仙
波
自
治
会

会
長
等
説
明
会

11
月

新
区
域
地
権
者
説
明
会

小
仙
波
自
治
会
会
長
等

説
明
会

予
定
地
一
部
区
域
見
直
し

決
定（
庁
内
）

市
議
会
で
報
告

（
予
定
地
一
部
区
域
見
直
し
）

周
辺
住
民
等
へ
の
説
明

小
仙
波
自
治
会
等
説
明
会

（
予
定
地
一
部
区
域
見
直
し
）

平
成
24
年

2
月
～
3
月

自
治
会
説
明
会

（
古
谷
の
一
部
）

　

こ
れ
か
ら
も
引
き
続
き
、
地
域
住
民
の

皆
さ
ん
の
理
解
を
い
た
だ
く
努
力
を
続
け

て
い
き
ま
す
。
今
後
は
、
公
聴
会
や
都
市

計
画
案
の
縦
覧
な
ど
に
よ
る
市
民
の
皆
さ

ん
の
意
見
を
踏
ま
え
た
う
え
で
、
新
斎
場

の
建
設
地
を
決
定（
都
市
計
画
決
定
）す
る

予
定
で
す
。

●
事
業
手
法
お
よ
び
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

　

新
斎
場
建
設
お
よ
び
運
営
方
法
に
つ
い

て
は
、
民
間
の
能
力
の
活
用
を
検
討
し
な

が
ら
、
効
率
的
か
つ
効
果
的
な
方
法
で
進

め
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
火
葬
件
数
の
推
計
や
老
朽
化
し

た
現
斎
場
の
状
況
か
ら
、
で
き
る
だ
け
早

期
に
施
設
整
備
を
行
う
必
要
が
あ
り
ま

す
。
平
成
24
年
度
中
に
予
定
地
を
農
用
地

区
域
か
ら
除
外
し
、
都
市
計
画
決
定
を
行

う
予
定
で
す
。
都
市
計
画
決
定
後
は
、
設

計
・
建
設
工
事
を
迅
速
に
進
め
な
が
ら
、

同
29
年
度
の
オ
ー
プ
ン
を
目
指
し
ま
す
。

●
周
辺
環
境
の
整
備

　

新
斎
場
の
建
設
に
合
わ
せ
て
、
河
川
や

緑
地
の
整
備
な
ど
、
周
辺
環
境
の
充
実
に

努
め
ま
す
。
新
し
い
斎
場
が
地
域
に
受
け

入
れ
ら
れ
る
施
設
と
な
る
よ
う
、
今
後
も

地
域
住
民
の
皆
さ
ん
と
十
分
に
協
議
し
な

が
ら
進
め
て
い
き
ま
す
。

建設予定地建設予定地

①①

②②

至
さ
い
た
ま
市

至
さ
い
た
ま
市

至
川
越
市
街

至
川
越
市
街

ケアセンター
小仙波
ケアセンター
小仙波

川越市民聖苑
やすらぎのさと
川越市民聖苑
やすらぎのさと

小江戸の庭
介護老人福祉施設

小江戸の庭
介護老人福祉施設

国道16号国道16号

九

十

川

九

十

川

新しい斎場の建設予定地
建設予定地＝�「市民聖苑やすらぎのさと」の東側農地
　　　　　　面積は約18,000㎡
①＝斎場用地として拡張したい区域
②＝�周辺環境整備として緑地等の整備を進めたい区域

平成23年

　
「
新
斎
場
建
設
基
本
構
想
」
は
、
新

斎
場
建
設
準
備
室（
本
庁
舎
三
階
）、
情

報
公
開
窓
口（
東
庁
舎
一
階
）、公
民
館
、

図
書
館
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
見
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
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固
定
資
産（
土
地
・
家
屋
）評
価

額
が
確
認
で
き
ま
す

縦
覧
・
閲
覧
＝
資
産
税
課
管
理
担
当

L
2
2
4
‐
5
6
4
2

不
服
審
査
＝
市
民
税
課
税
制
担
当

L
2
2
4
‐
5
6
3
7

�

土
地
・
家
屋
価
格
等
縦
覧
帳
簿
の
縦
覧

　

自
分
の
納
税
し
て
い
る
資
産（
土
地
・

家
屋
）に
つ
い
て
、
他
の
資
産
と
評
価
額

を
比
較
・
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

縦�

覧
期
間
…
4
月
2
日
㈪
～
5
月
31
日
㈭

対�

象
…
納
税
者
▼
同
居
の
親
族
▼
納
税
管

理
人
▼
相
続
人
代
表
者
▼
納
税
者
の
委

任
状
を
持
つ
方

固
定
資
産
課
税
台
帳
の
閲
覧

　

自
分
が
持
つ
土
地
・
家
屋
・
償
却
資
産

の
課
税
内
容
が
確
認
で
き
ま
す
。
前
記
縦

覧
期
間
内
は
「
名な

寄よ
せ

帳
兼
課
税
台
帳
の
写

し
」
を
無
料
交
付
し
ま
す
。
な
お
、
台
帳

は
6
月
1
日
㈮
以
降
も
閲
覧
で
き
ま
す
。

対�

象
…
固
定
資
産
の
所
有
者
▼
同
居
の
親

族
▼
納
税
管
理
人
▼
相
続
人
代
表
者
▼

所
有
者
の
委
任
状
を
持
つ
方

●
縦
覧
・
閲
覧
の
会
場
・
持
ち
物

会
場
…
資
産
税
課（
本
庁
舎
二
階
）

持�

ち
物
…
申
請
人
本
人
を
証
明
す
る
物

（
自
動
車
運
転
免
許
証
、
健
康
保
険
証
、

パ
ス
ポ
ー
ト
、
前
年
度
の
納
税
通
知
書

の
い
ず
れ
か
）

不
服
審
査
の
申
し
出

　

固
定
資
産
課
税
台
帳
に
記
載
さ
れ
た
価

格
に
不
服
が
あ
る
場
合
は
、「
川
越
市
固

定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
」
へ
審
査
を
申

し
出
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

申�

し
出
期
間
…
4
月
2
日
㈪
～
納
税
通
知

書
の
交
付
を
受
け
た
日
の
翌
日
以
降

六
十
日
経
過
し
た
日

住
宅
改
修
資
金
の
一
部
補
助

商
工
振
興
課
L
2
2
4
︲
5
9
3
4

　

地
域
経
済
対
策
の
一
環
と
し
て
、
市
内

施
工
業
者
を
利
用
し
、
市
内
に
所
有
す
る

個
人
住
宅
の
改
修
工
事
を
行
っ
た
場
合
、

費
用
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。
工
事
着
工

の
二
週
間
前
ま
で
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

受
付
期
間
…
4
月
2
日
㈪
～

＊
補
助
金
額
が
予
算
枠
を
超
え
た
時
点
で

締
め
切
り
ま
す
。

対�

象
工
事
…
市
内
施
工
業
者
が
行
う
、

二
十
万
円
以
上（
消
費
税
を
除
く
）の
個

人
住
宅
の
改
修
工
事（
た
だ
し
他
の
補

助
対
象
工
事
で
な
い
）

対
象（
す
べ
て
に
該
当
す
る
方
）

①�

申
込
日
現
在
、
川
越
市
に
住
民
登
録
ま

た
は
外
国
人
登
録
が
あ
る

②�

個
人
住
宅
所
有
者
で
、
補
助
対
象
の
住

宅
に
居
住
し
て
い
る

③�

申
込
日
現
在
、
固
定
資
産
税
・
都
市
計

画
税
の
滞
納
が
な
い

④�

工
事
が
来
年
2
月
28
日
㈭
ま
で
に
完
了

⑤�

過
去
に
同
制
度
を
利
用
し
て
い
な
い

補�

助
額
…
改
修
工
事
に
要
し
た
費
用
の
う

ち
百
分
の
五
に
相
当
す
る
額
で
、
八
万

円
を
限
度（
千
円
未
満
切
り
捨
て
）

申�

し
込
み
…
商
工
振
興
課（
本
庁
舎
五
階
）

で
配
布
す
る
申
請
書
類
に
必
要
事
項
を

記
入
し
、
4
月
2
日
㈪
か
ら
同
課

＊
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

母
子
家
庭
の
母
の
就
業
を
支
援

子
育
て
支
援
課
L
2
2
4
︲
5
8
2
1

　

事
前
相
談
が
必
要
で
す
。
申
し
込
み
方

法
な
ど
、
詳
し
く
は
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

高
等
技
能
訓
練
促
進
費

　

看
護
師（
准
看
護
師
を
除
く
）・
介
護
福

祉
士
・
保
育
士
・
理
学
療
法
士
・
作
業
療

法
士
の
資
格
を
取
得
し
よ
う
と
し
て
い
る

経
済
的
に
困
難
な
方
に
支
給
し
ま
す
。

　

今
後
該
当
が
見
込
ま
れ
る
方
は
、
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

対
象（
す
べ
て
に
該
当
す
る
方
）

①
市
内
在
住
で
母
子
家
庭
の
母

②�

現
在
、
修
業
と
就
労
ま
た
は
子
育
て
の

両
立
が
困
難

③�

児
童
扶
養
手
当
の
支
給
を
受
け
て
い

る
、
ま
た
は
同
様
の
所
得
水
準
に
あ
る

④�

二
年
以
上
の
課
程
が
あ
る
資
格
取
得
養

成
機
関
に
入
り
、
対
象
資
格
の
取
得
が

見
込
ま
れ
る

支�

給
額

　

市
民
税
非
課
税
世
帯
＝
月
額
十
万
円
▼
同

課
税
世
帯
＝
月
額
七
万
五
百
円

支
給
期
間

　

修
業
す
る
全
期
間（
上
限
三
年
間
）

自
立
支
援
教
育
訓
練
給
付
金

　

経
済
的
自
立
を
目
指
し
て
、
教
育
訓
練

給
付
の
対
象
講
座
を
受
講
し
た
場
合
、
支

払
っ
た
受
講
料
の
一
部
を
支
給
し
ま
す
。

対
象（
す
べ
て
に
該
当
す
る
方
）

①
市
内
在
住
で
母
子
家
庭
の
母

②�

児
童
扶
養
手
当
の
支
給
を
受
け
て
い

る
、
ま
た
は
同
様
の
所
得
水
準
に
あ
る

③�

雇
用
保
険
法
の
規
定
に
よ
る
教
育
訓
練

給
付
金
の
受
給
資
格
が
な
い

対
象
講
座

　

雇
用
保
険
制
度
の
教
育
訓
練
給
付
の
指

定
教
育
訓
練
講
座

支
給
額

　

受
講
料
の
二
割（
上
限
十
万
円
・
下
限

四
千
円
）

東
日
本
大
震
災
義
援
金
の
受
付
期
間
を
9
月
30
日
ま
で
延
長
し
ま
す

　

引
き
続
き
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
…
福
祉
推
進
課
L
2
2
4
︲
5
7
6
9
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総
合
保
健
セ
ン
タ
ー
で
は
、
平
成
24
年
度
か
ら
「
が
ん

検
診
」
を
中
心
に
成
人
健
診
事
業
を
推
進
し
ま
す
。
こ
れ

に
伴
い「
総
合
健
康
診
査
」「
ス
マ
イ
ル
健
康
診
査
」
は
終

了
と
な
る
た
め
、
こ
れ
ら
を
利
用
さ
れ
て
い
た
方
は
、
ご

自
身
が
加
入
す
る
保
険
の
保
険
者
が
実
施
す
る
健
康
診
査

を
受
診
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
18
歳

か
ら
39
歳
ま
で
の
方
を
対
象
に
し
た
「
若
年
者
健
康
相
談

（
仮
）」
を
新
た
に
実
施
し
ま
す
。
詳
し
く
は
、
4
月
以
降

の
広
報
川
越「
保
健
・
健
康
」欄
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

国
民
健
康
保
険
の
特
定
健
康
診
査
は
5
月
、
後
期
高
齢

者
医
療
の
後
期
高
齢
者
健
康
診
査
は
6
月
に
、
そ
れ
ぞ
れ

受
診
券
が
送
付
さ
れ
る
予
定
で
す
。
そ
の
他
の
社
会
保
険

等
の
加
入
者
お
よ
び
家
族
等
の
健
康
診
査
に
つ
い
て
は
、

そ
れ
ぞ
れ
の
勤
務
先
等
の
担
当
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

が
ん
検
診
を
推
進

　

が
ん
検
診
事
業
を
推
進
す

る
背
景
に
は
、「
が
ん
」
が

川
越
市
の
死
亡
原
因
第
一
位

（
全
国
も
同
じ
）と
な
っ
て
い

て
、
全
死
亡
者
の
お
よ
そ
三

人
に
一
人
が
「
が
ん
」
で
亡

く
な
っ
て
い
る
と
い
う
事
情

が
あ
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
第

二
次
ベ
ビ
ー
ブ
ー
ム
世
代

が
、
が
ん
の
罹り

患
率
が
高
ま

る
40
歳
代
に
な
る
こ
と
も
、

が
ん
対
策
が
喫
緊
の
課
題
に

な
っ
て
い
る
理
由
で
す
。

　

が
ん
患
者
の
生
存
率
は
、

医
学
の
進
歩
に
よ
り
高
ま
っ

て
い
ま
す
。
そ
れ
を
さ
ら
に

向
上
さ
せ
る
た
め
、
病
気
や

検
診
へ
の
意
識
を
高
め
、
予

防
・
早
期
発
見
に
努
め
る
こ

と
が
大
切
で
す
。
検
診
を
積

極
的
に
活
用
し
、健
康
管
理
・

増
進
を
心
が
け
る
こ
と
は
、

医
療
費
の
抑
制
に
も
つ
な
が

り
ま
す
。

検診名 検診内容 自己負担額 対象者 受診間隔

施
設
検
診（
総
合
保
健
セ
ン
タ
ー
）

①胃・肺・大腸
がん検診

胃 胃部 X 線撮影 700円

40歳以上
1年に1回

肺
胸部 X 線撮影 300円

喀たん検査 ＊1 300円

大腸 便潜血反応検査 300円

骨密度 超音波検査（踵骨） 500円

前立腺 血液検査（PSA) 600円 50歳以上の男性

②胃・肺・大腸・乳
がん検診

（女性専用）

胃 胃部 X 線撮影 700円

40歳以上の女性

1年に1回

乳 が ん は
2年に1回

肺
胸部 X 線撮影 300円

喀たん検査 ＊1 300円

大腸 便潜血反応検査 300円

乳 視触診・乳腺X線撮影（マンモグラフィ）1,000円

骨密度 超音波検査（踵骨） 500円

③乳がん検診
乳 視触診・乳腺X線撮影（マンモグラフィ）1,000円

40歳以上の女性 2年に1回
骨密度 超音波検査（踵骨） 500円

④骨密度検診 骨密度 超音波検査（踵骨） 500円 18歳以上 1年に1回

集
団
検
診（
公
民
館
等
）

⑤胃がん検診 胃部 X 線撮影 700円 40歳以上 1年に1回

⑥肺がん（結核）検診
胸部 X 線撮影 300円

40歳以上 1年に1回
喀たん検査 ＊1 300円

⑦子宮・乳がん検診
子宮 内診・視診・頸部細胞診 600円

40歳以上の女性 2年に1回
乳 視触診・乳腺X線撮影（マンモグラフィ）1,000円

⑧乳がん検診 視触診・乳腺 X 線撮影（マンモグラフィ）1,000円 40歳以上の女性 2年に1回

個
別
検
診（
医
療
機
関
）

⑨子宮がん検診 ＊2
内診・視診・頸部細胞診 1,100円 20歳以上の女性

2年に1回
内診・視診・頸部細胞診・体部細胞診 1,800円 50歳以上の女性

⑩乳がん検診 視触診・乳腺 X 線撮影（マンモグラフィ）1,600円 40歳以上の女性 2年に1回

⑪大腸がん検診 便潜血反応検査・必要に応じて直腸指診 300円 40歳以上 1年に1回

⑫前立腺がん検診 血液検査（PSA) 600円 50歳以上の男性 1年に1回

⑬肝炎ウイルス検診 血液検査（HBs 抗原・HCV 抗体検査） 無料 20歳以上の未受診者

⑭歯周疾患検診 問診、歯・歯周ポケット・歯肉検査 300円 ＊3

平成24年度の成人健診事業

＊1　①②⑥喀たん検査は50歳以上で喫煙指数（1日の喫煙本数×喫煙年数）600以上の方が対象です。
＊2　⑨子宮がん検診で体部細胞診を含む検診は、50歳以上の女性のうち希望する方のみ。
＊3　�⑭歯周疾患検診の対象者は、4月1日現在で40・45・50・55・60・65・70歳の方。

「
が
ん
検
診
」
を
中
心
に
健
康
を
支
援
し
ま
す
成
人
健
診
課
L
2
2
9
‐
4
1
2
6

　川越市で実施しているがん検診は、総合保健センターが会場
の「施設検診」、健診バスが公民館や文化会館等を巡回し、身近
な会場で受診できる「集団検診」、委託医療機関で行い各自が都
合に合わせて受診できる「個別検診」の3種類があります。
　各検診（施設検診は第１期のみ）の申し込みを受け付けていま
す。「健康づくりスケジュール」で検診名、日程、会場を確認
のうえ、申し込みハガキに希望日を明記して、施設検診は受付
期間内（消印有効・抽選）に、集団検診は先着順で定員になりし
だい受け付けを終了するため、早めにお申し込みください。

検診の申し込み方法、委託医療
機関などについては「健康づくり
スケジュール」をご覧ください。
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外が
い

国こ
く

人じ
ん

の
住

じ
ゅ
う

民み
ん

基き

本ほ
ん

台だ
い

帳
ち
ょ
う

制せ
い

度ど

が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す

市し

民み
ん

課か

住じ
ゅ
う

民み
ん

記き

録ろ
く

担た
ん

当と
う

L
2
2
4
‐
5
7
4
4

　

7
月が

つ

9
日か

か
ら
、
住

じ
ゅ
う

民み
ん

基き

本ほ
ん

台だ
い

帳
ち
ょ
う

法ほ
う

の
一い

ち

部ぶ

を
改か

い

正せ
い

す
る
法ほ

う

律り
つ

に
よ
り
、
外が

い

国こ
く

人じ
ん

住
じ
ゅ
う

民み
ん

に
も
住

じ
ゅ
う

民み
ん

票ひ
ょ
う

が
作さ

く

成せ
い

さ
れ
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

対た
い

象
し
ょ
う

　

適て
き

法ほ
う

に
三さ

ん

か
月げ

つ

を
超こ

え
て
在ざ

い

留り
ゅ
う

す
る
外が

い

国こ
く

人じ
ん

で
市し

内な
い

に
住

じ
ゅ
う

所し
ょ

を
有ゆ

う

す
る
方か

た

。

仮か
り

住
じ
ゅ
う

民み
ん

票ひ
ょ
う

を
送そ

う

付ふ

し
ま
す

　

5
月が

つ

上
じ
ょ
う

旬じ
ゅ
ん

、
対た

い

象し
ょ
う

と
な
る
外が

い

国こ
く

人じ
ん

住
じ
ゅ
う

民み
ん

の
方か

た

あ
て
に
仮か

り

住
じ
ゅ
う

民み
ん

票ひ
ょ
う

を
送そ

う

付ふ

し
ま

す
。
記き

載さ
い

内な
い

容よ
う

を
確か

く

認に
ん

し
て
く
だ
さ
い
。

＊
短た

ん

期き

滞た
い

在ざ
い

ま
た
は
在ざ

い

留
り
ゅ
う

資し

格か
く

の
な
い

方か
た

は
、住

じ
ゅ
う

民み
ん

登と
う

録ろ
く

の
対た

い

象し
ょ
う

と
な
り
ま
せ
ん
。

7
月が

つ

9
日か

時じ

点て
ん

で
、
こ
れ
ら
の
方か

た

の
住

じ
ゅ
う

所し
ょ

に
関か

ん

す
る
証

し
ょ
う

明め
い

書し
ょ

や
印い

ん

鑑か
ん

登と
う

録ろ
く

は
抹ま

っ

消し
ょ
う

さ

れ
ま
す
。
在ざ

い

留
り
ゅ
う

資し

格か
く

が
変か

わ
っ
た
り
、

在ざ
い

留
り
ゅ
う

期き

間か
ん

を
更こ

う

新し
ん

し
て
い
る
場ば

合あ
い

は
、

市し

民み
ん

課か

（
本ほ

ん

庁
ち
ょ
う

舎し
ゃ

一い
っ

階か
い

）に
届と

ど

け
出で

を
し

て
く
だ
さ
い
。

生
ご
み
処
理
機
器
の
購
入
費
補
助

資
源
循
環
推
進
課
L
2
3
9
︲
6
2
6
7

　

生
ご
み
の
減
量
化
を
進
め
る
た
め
、
家

庭
用
生
ご
み
処
理
機
器
を
購
入
し
よ
う
と

す
る
方
に
補
助
し
ま
す
。
先
着
順
で
受
け

付
け
し
、
定
数
に
な
り
し
だ
い
終
了
し
ま

す
。
購
入
前
に
申
請
が
必
要
で
す
。

①�

コ
ン
ポ
ス
ト
容
器（
生
ご
み
処
理
容
器
）

＝
八
十
基

補�

助
額
…
購
入
金
額
の
二
分
の
一（
限
度

額
二
千
七
百
円
）

②�

Ｅ
Ｍ
容
器（
室
内
用
バ
ケ
ツ
型
容
器
）＝

四
十
基

補�

助
額
…
購
入
金
額
の
二
分
の
一（
限
度

額
千
八
百
円
）

③
電
気
式
生
ご
み
処
理
機
＝
八
十
基

補�

助
額
…
購
入
金
額
の
二
分
の
一（
限
度

額
一
万
八
千
円
）

＊
下
水
管
・
浄
化
槽
な
ど
に
接
続
す
る
デ

ィ
ス
ポ
ー
ザ
ー
は
、
対
象
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。

対
象

　

市
内
在
住
で
、
機
器
を
常
に
良
好
な
状

態
で
維
持
管
理
で
き
る
方
。

申
請
で
き
る
基
数

コ�
ン
ポ
ス
ト
容
器
・
Ｅ
Ｍ
容
器
…
合
計
で

一
世
帯
二
基

＊
す
で
に
①
②
合
計
で
二
基
分
の
補
助
を

受
け
て
い
る
方
の
う
ち
、
①
の
補
助
を
受

け
て
か
ら
十
年
を
経
過
し
て
い
る
場
合

は
、
①
に
限
り
申
請
で
き
ま
す
。

電
気
式
生
ご
み
処
理
機
…
一
世
帯
一
基

＊
①
②
と
合
わ
せ
て
の
補
助
や
、
過
去
五

年
間
に
①
②
の
補
助
を
受
け
た
方
は
、
申

請
で
き
ま
せ
ん
。

受
付
期
間
・
申
し
込
み

　

4
月
16
日
㈪
～
来
年
2
月
28
日
㈭
に
、

資
源
循
環
推
進
課（
つ
ば
さ
館
一
階
）。

持
ち
物
…
印
鑑

路
上
喫
煙
は
や
め
ま
し
ょ
う

資
源
循
環
推
進
課
L
2
3
9
︲
6
2
6
7

　
「
川
越
市
路
上
喫
煙
の
防
止
に
関
す
る

条
例
」
に
よ
り
、
市
内
全
域（
道
路
や
公

園
な
ど
屋
外
の
公
共
の
場
所
）で
路
上
喫

煙
を
し
な
い
よ
う
に
努
め
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。「
路
上
喫
煙
禁
止
地
区
」内
で
路

上
喫
煙
を
し
た
場
合
は
、
過
料
二
千
円
の

罰
則
規
定
が
適
用
さ
れ
ま
す
。

　

立
っ
て
い
る
場
合
、
た
ば
こ
を
持
つ
手

の
位
置
は
、
幼
児
の
顔
と
同
じ
く
ら
い
の

高
さ
。
歩
き
な
が
ら
の
喫
煙
は
、
他
人
の

衣
服
を
焦
が
す
だ
け
で
は
な
く
、
や
け
ど

を
負
わ
せ
る
危
険
も
あ
り
ま
す
。

　

吸
い
殻
の
投
げ
捨
て
は
、
ま
ち
の
美
観

を
損
ね
る
だ
け
で
は
な
く
、
火
災
の
危
険

も
あ
り
ま
す
。
ま
た
副
流
煙
は
、
周
囲
の

人
た
ち
の
健
康
に
影
響
を
与
え
ま
す
。

　

市
で
は
、「
路
上
喫
煙
禁
止
地
区
」内
の

パ
ト
ロ
ー
ル
や
ポ
ス
タ
ー
、
チ
ラ
シ
な
ど

に
よ
る
指
導
・
啓
発
を
行
っ
て
い
ま
す
。

資源循環推進課L239－6267

＊処理費は、昨年度最終処分するまでにかかった経費を基に算出

1月のごみ処理状況のお知らせ

排出量 処理費（概算額）
全体のごみ 8,153.81t 3億9,986万3千円

定時収集
可燃ごみ

月合計 4,744.43t 2億3,266万7千円
1人当たり 13.76㎏ 674.65円
4月からの累積 51,444.39t 25億2,283万3千円

　3月・4月は、引っ越しなどで一時的に多量のごみが出や
すい時期です。できるだけ再使用し、ごみの減量にご協力を
お願いします。また、一時的に多量に出るごみは、集積所に
出せません。市の処理施設（資源化センター・東清掃センター）
に直接持ち込むか、資源循環推進課にお尋ねください。
●資源循環推進課からのお知らせ
　「平成24年度版自治会別収集コース一覧表」を3月10日発
行の広報川越と同時配布しました。「家庭ごみの分け方・出
し方」は、同一覧表と一体化し、別に配布しません。家庭ご
みの分別方法については、同一覧表の17～24ページまたは
「市民のしおり」の51～61ページをご覧ください。
　なお、4月2日㈪から資源循環推進課事務室は、つばさ館
2階から1階に移動します。

ごみ処理トピックス
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年
金
天
引
き
に
よ
る
仮
徴
収
を
行
い
ま
す

国
民
健
康
保
険
税
＝
国
民
健
康
保
険
課
管
理
賦
課
担
当
L
2
2
4
︲
5
8
3
3

介
護
保
険
料
＝
介
護
保
険
課
保
険
料
資
格
担
当
L
2
2
4
︲
5
8
1
7

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
＝
医
療
助
成
課
後
期
高
齢
者
医
療
担
当
L
2
2
4
︲
5
8
4
2

個
人
住
民
税
＝
市
民
税
課
個
人
住
民
税
担
当
L
2
2
4
︲
5
6
4
0

　

国
民
健
康
保
険
税
・
介
護
保
険
料
・
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
・
個
人
住
民
税
が
平
成

23
年
度
に
年
金
天
引
き
と
な
っ
て
い
た
方
は
、
平
成
24
年
4
月
か
ら
仮
徴
収（
年
金
天
引

き
）を
行
い
ま
す
。
仮
徴
収
す
る
額
は
平
成
24
年
2
月
の
年
金
天
引
き
と
同
額
で
す
。
各

税（
料
）金
は
、
昨
年
中
の
収
入
状
況
を
基
に
6
月
か
ら
7
月
ま
で
に
決
定
し
、
通
知
書
を

郵
送
し
ま
す
。
決
定
額
と
仮
徴
収
済
み
額
の
差
額
は
、
10
月（
介
護
保
険
料
は
8
月
）以
降

の
年
金
天
引
き
で
調
整
し
ま
す
。

収
納
窓
口
の
時
間
延
長

市
税
・
国
保
税
＝
収
税
課
収
税
第
一
担
当
L
2
2
4
‐
5
6
9
1

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
＝
医
療
助
成
課
後
期
高
齢
者
医
療
担
当
L
2
2
4
‐
5
8
4
2

介
護
保
険
料
＝
介
護
保
険
課
保
険
料
資
格
担
当
L
2
2
4
‐
5
8
1
7

　

左
表
の
日
程
で
、
市
税
・
国
民
健
康
保
険
税（
国
保
税
）、
後
期
高
齢
者
医
療
保
険

料
、
介
護
保
険
料（
65
歳
以
上
）の
収
納
窓
口
を
、
午
後
7
時
ま
で
延
長
し
ま
す
。
昼

間
に
納
付
が
困
難
な
方
は
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
納
税
・
納
付
相
談
も
行
い
ま
す
。

●
取
り
扱
い
内
容（
午
後
5
時
～
7
時
）

市
役
所
本
庁
舎

市
税
・
国
保
税
、
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
、
介
護
保
険
料

出
張
所

市
税
・
国
保
税（
納
税
相
談
は
、
午
後
5
時
以
降
に
受
け
付
け
）

受
付
日

受
付
窓
口

4
月

23
日
㈪

古
谷
出
張
所
・
南
古
谷
出
張
所

高
階
出
張
所

市
役
所
本
庁
舎

●
収
税
課
⑥
番
窓
口（
二
階
）

●
医
療
助
成
課
⑤
番
窓
口（
二
階
）

●�
介
護
保
険
課
⑧
番
窓
口（
一
階
）

24
日
㈫

福
原
出
張
所
・
大
東
出
張
所

霞
ケ
関
北
出
張
所

25
日
㈬

ー

26
日
㈭

霞
ケ
関
出
張
所
・
名
細
出
張
所

27
日
㈮

芳
野
出
張
所
・
山
田
出
張
所

外
来
診
療
で
も
窓
口
支
払
い
を

　
　
　
　
自
己
負
担
限
度
額
ま
で
に
で
き
ま
す

国
民
健
康
保
険
＝
国
民
健
康
保
険
課
資
格
給
付
担
当
L
2
2
4
︲
5
8
3
6

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
＝
医
療
助
成
課
後
期
高
齢
者
医
療
担
当
L
2
2
4
︲
5
8
4
2

そ
の
他
職
場
の
保
険
な
ど（
健
康
保
険
組
合
な
ど
）に
つ
い
て
＝
加
入
し
て
い
る
健
康
保
険

　

高
額
療
養
費
制
度
は
、
健
康
保
険
の
適
用
と
な
る
医
療
費
の
窓
口
で
の
負
担
額
が
、
世

帯
の
自
己
負
担
限
度
額（
収
入
な
ど
に
よ
り
異
な
り
ま
す
）を
超
え
た
場
合
に
、
超
え
た
金

額
を
支
給
す
る
制
度
で
す
。
こ
れ
ま
で
の
高
額
療
養
費
制
度
は
、
入
院
時
の
み
窓
口
支
払

の
額
を
自
己
負
担
限
度
額
ま
で
に
す
る
こ
と
が
可
能
で
、
外
来
診
療
は
、
い
っ
た
ん
窓
口

で
支
払
い
、
自
己
負
担
限
度
額
を
超
え
た
分
は
後
日
支
給
し
て
い
ま
し
た
。

　

4
月
1
日
以
降
に
次
の
手
続
き
を
す
る
と
、
外
来
診
療
の
場
合
で
も
、
一
医
療
機
関
の

窓
口
支
払
い
を
自
己
負
担
限
度
額
ま
で
と
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
な
お
、
3
月
31
日
以

前
に
交
付
さ
れ
た
認
定
証
な
ど
も
、外
来
診
療
の
場
合
に
有
効
期
限
ま
で
利
用
で
き
ま
す
。

自
己
負
担
限
度
額
や
手
続
き
な
ど
詳
し
く
は
、
各
健
康
保
険
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

対
象

事
前
の
手
続
き

病
院
・
薬
局
な
ど
で

70
歳
未
満
の
方

加
入
し
て
い
る
健
康
保
険
に

「
限
度
額
適
用
認
定
証
」
ま
た

は
「
限
度
額
適
用
・
標
準
負
担

額
減
額
認
定
証
」
の
交
付
を

申
請
し
て
く
だ
さ
い

被
保
険
者
証
な
ど
と
併
せ
て

「
限
度
額
適
用
認
定
証
」
ま
た

は
「
限
度
額
適
用
・
標
準
負
担

額
減
額
認
定
証
」
を
窓
口
に

提
示
し
て
く
だ
さ
い（
＊
）

70
歳
以
上
75
歳
未
満
で

住
民
税
非
課
税
世
帯

な
ど
で
は
な
い
方

手
続
き
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん

従
来
ど
お
り
「
高
齢
受
給
者

証
」
を
窓
口
に
提
示
し
て
く

だ
さ
い

70
歳
以
上
で

住
民
税
非
課
税
世
帯

な
ど
の
方

加
入
し
て
い
る
健
康
保
険
に

「
限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額

減
額
認
定
証
」
の
交
付
を
申

請
し
て
く
だ
さ
い

「
限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額

減
額
認
定
証
」
を
窓
口
に
提

示
し
て
く
だ
さ
い（
＊
）

75
歳
以
上
で

住
民
税
非
課
税
世
帯

な
ど
で
は
な
い
方

手
続
き
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん

従
来
ど
お
り
「
後
期
高
齢
者
医

療
被
保
険
者
証
」
を
窓
口
に

提
示
し
て
く
だ
さ
い

＊「
限
度
額
適
用
認
定
証
」
ま
た
は「
限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減
額
認
定
証
」
を
提
示

し
な
い
場
合
は
、
従
来
ど
お
り
後
日
支
給
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
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　すべてのサービスは、市内に住所
がある方が対象です。経費が無料の
場合は、記載を省略しています。

敬老マッサージサービス事業
　利用券（年1回分）は4月末に郵送
予定。申請は不要です。
対�象…70歳以上（年度内に70歳に

達する方を含む）
健康ふれあい入浴利用券
　1回200円（一般公衆浴場は300
円）を割り引きます（年度内6回）。
対�象…65歳以上
市内循環バス（川越シャトル）特別乗
車証の交付
対象…70歳以上
経�費…1乗 車100円（80歳 以 上 無

料）
老人福祉センターの利用
　心身障害者・母子世帯の方も可。
●東後楽会館L224ー3366
●西後楽会館L232ー6177
対�象…60歳以上
老人憩いの家の利用
●小ケ谷老人憩いの家
　L245ー8494
●高階北老人憩いの家
　L248ー6565
●川越駅東口老人憩いの家
　L228ー7717
対象…60歳以上
要介護高齢者手当の支給
　入院している場合は、お尋ねくだ
さい。申請月から支給します。
対�象…在宅で要介護3～5の65歳以

上
支�給額…月額8,000円
紙おむつの給付
　月額5,000円の範囲内で紙おむ
つを給付します。申請の翌月から支
給します。
対�象…在宅の要介護4・5で、失禁

の状態にあり、排泄の介助が必要
な65歳以上（要介護1～3の方は
お尋ねください）
配食サービス（食の自立支援）
　1日1食（昼または夕）、週4食ま

で。申請後に訪問調査があります。
対�象…在宅で、次の要件をすべて満

たす65歳以上
　①世帯全員が65歳以上
　②�老衰・心身の障害・傷病により、

自分で調理することが困難
経�費…1食当たり300円
訪問理美容サービス
対�象…在宅の要支援または要介護

で、理・美容院へ行くことが困難
な65歳以上
経�費…1回当たり2,000円（調髪ま

たはカットのみの場合）
利�用回数…年度内4回（申請月によ

り回数が異なります）
家族介護慰労金の支給
対�象…要介護4・5の方を、主とし

て在宅で介護している、次の要件
をすべて満たす家族

　①�要介護高齢者および家族のいず
れも市民税が非課税

　②�有効期間内に継続して1年間、
介護保険サービス（年通算7日
以内の短期入所サービス利用を
除く）を利用していない

支給額…年10万円
＊要介護高齢者手当と重複可。
日常生活用具の給付・貸与
●�給付（自動消火器・火災警報器・
電磁調理器）
対�象…自動消火器・火災警報器＝在

宅の要介護1～5または、1人暮
らしの65歳以上▶電磁調理器＝
在宅で1人暮らしの65歳以上
経�費…生計中心者の所得状況により

自己負担あり
●貸与（電話）
対�象…1人暮らしで市民税所得割が

非課税、かつ電話の権利を有しな
い65歳以上

＊基本使用料は、市が負担します。
消防局への緊急通報システムの貸与
対�象…1人暮らし（8時間以上1人に

なる方を含む）で、慢性疾患によ
り常時注意を要し、使用できる電
話がある、おおむね65歳以上
経�費…設置工事料は無料（8時間以

上1人になる方の世帯で、生計中
心者の所得税が課税の場合は、一
部自己負担）

＊電話回線の基本料金・通話料金は
自己負担です。
＊申請の翌月末に設置します。
生きがい活動支援通所
　居住地域により、利用施設を決定
します（送迎・給食あり、入浴なし）。
対�象…介護保険の対象ではない、家

に閉じこもりがちな65歳以上
経�費…1日600円
利用回数…週1回
利�用施設…総合福祉センター・オア

シスL228－0200▶霞ケ関東
デイサービスセンターL233－
4460▶西後楽会館デイサービス
センターL231ー9559
生活管理指導員等派遣
対�象…介護保険の対象ではない、日

常生活を営むことが困難な65歳
以上
経�費…所得税額により異なる
利用回数…週1回1時間以内
生活管理指導短期宿泊
対�象…介護保険の対象ではない、家

族が冠婚葬祭などで不在の場合に
1人で生活することが不安な65
歳以上
経�費…1日1,730円
利用回数…年度内7日
利�用施設…養護老人ホーム・やまぶ

き荘L231ー1551
寝具乾燥（年度内10回まで）
対�象…在宅の要介護高齢者手当を受

給している65歳以上のうち、市
民税所得割が非課税世帯
徘
はい

徊
かい

高齢者等家族支援サービス
　「徘徊探知システム」の利用経費
の一部を助成します。
対�象…65歳以上の徘徊高齢者を居

宅で介護している家族
種類…ＧＰＳ方式
助�成額…申込料＝全額▶機器の月額

使用料＝2分の1（限度額2,000
円）
その他のサービス
　サービス内容など、詳しくはお尋
ねください。
●寝具丸洗い事業
●障害者控除対象者認定　 など

高齢者いきがい課L224ー5809

高齢者のための福祉サービス
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在
宅
高
齢
者
の

居
宅
改
善
費
を
助
成

高
齢
者
い
き
が
い
課

L
2
2
4
‐
5
8
0
9

　

高
齢
者
の
皆
さ
ん
の
居
宅
を
改
善
す

る
場
合
に
、
経
費
を
助
成
し
ま
す
。

　

助
成
決
定
前
の
工
事
着
手
は
、
助
成

の
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。
事
前
の
申
請

が
必
要
で
す
。

対�

象
と
な
る
工
事
…
手
す
り
の
取
り
付

け
▼
床
の
段
差
解
消
や
滑
り
防
止
の

た
め
の
床
材
の
変
更
▼
浴
槽
と
洗
い

場
の
高
低
差
の
改
善
な
ど

対�

象
…
市
内
に
一
年
以
上
住
所
が
あ

り
、
次
の
要
件
を
満
た
す
在
宅
の
65

歳
以
上

　

①�

介
護
保
険
の
要
介
護
ま
た
は
要
支

援
に
該
当
し
な
い

　

②�

対
象
住
宅
の
居
住
者
全
員
が
、
市

民
税
所
得
割
額
十
万
円
以
下

助�

成
額
…
対
象
経
費
の
二
分
の
一
以
内

（
限
度
額
十
五
万
円
）

申�

し
込
み
…
高
齢
者
い
き
が
い
課（
本

庁
舎
一
階
）で
配
布
す
る
申
請
書
に

必
要
事
項
を
記
入
し
、
4
月
2
日
㈪

か
ら
〒
3
5
0
‐
8
6
0
1
川
越

市
役
所
高
齢
者
い
き
が
い
課（
郵
送

可
）

＊
助
成
金
額
が
予
算
枠
を
超
え
た
場
合

は
、
そ
の
時
点
で
締
め
切
り
ま
す
。

ご存知ですか?地域包括支援センター
高齢者いきがい課L224－5809

　高齢者のあらゆる困りごとの相談に応じている、地域包括支
援センター。主任ケアマネジャー・社会福祉士・保健師などが
中心となり、地域の高齢者を総合的に支援します。4月1日から、
市内9か所体制になります。市民の皆さんの生活に、より身近
になる地域包括支援センターをご利用ください。
対象…65歳以上
支�援内容…高齢者福祉・介護予防・高齢者虐待・成年後見制度

などについての相談▶地域の関係機関や、ケアマネジャーと
のネットワークづくり▶要支援1・2と認定された方の介護
予防ケアプランの作成、介護予防サービスの調整
●地域包括支援センターキングス・ガーデン
　石原町1丁目27－7L299－6760
　担当地区…第1支会、第2支会、第4支会、山田支会
●地域包括支援センター小仙波
　小仙波947－1L227－7878
　担当地区…第5支会、第6支会、第7支会、第8支会
●地域包括支援センター連雀町
　連雀町31－2L229－5332
　担当地区…第3支会、第9支会、第10支会
●地域包括支援センターよしの
　鴨田3355－1L298－7807
　担当地区…芳野支会、古谷支会、南古谷支会
●地域包括支援センターたかしな
　砂新田4丁目1－4ブランドールビル2階L291－6003
　担当地区…高階支会
●地域包括支援センターみずほ
　今福2745L241－3676
　担当地区…第11支会、福原支会
●地域包括支援センターだいとう
　南台2丁目11－4南台ハイツ１階L249－7766
　担当地区…大東支会
●地域包括支援センターかすみ
　かすみ野1丁目1－5L234－8181
　担当地区…霞ケ関支会、川鶴支会
●地域包括支援センターみなみかぜ
　吉田204－2L239－0003
　担当地区…霞ケ関北支会、名細支会

地域包括支援センターが案内する介護予防事業

「ときも運動教室」などに参加しましょう !
高齢者いきがい課L224－5809

　年を重ねても介護を必要としない生活を送るため
には、運動・栄養・心身の状態を確認することが大
切です。そこで、「基本チェックリスト」で心身の
状態をチェックしてみましょう。
　基本チェックリストの結果、運動・口くう・栄養
についての教室への参加が望ましいと判断された方
には、地域包括支援センター職員が電話・ハガキな
どで教室をお知らせします。要介護状態にならない
身体づくりを目指し、ぜひ教室に参加しましょう。
　すでに教室の案内があり、教室に参加できなかっ
た方は、担当する地域包括支援センターまたは高齢
者いきがい課（本庁舎1階）にお尋ねください。
地域包括支援センターが案内する教室
●ときも運動教室（週2回、3か月間）
　ストレッチや筋力トレーニングなどの教室。
●ときも健

けん

口
こう

教室（全4回）
　口くう内の手入れ方法や口の体操、誤えん性肺炎
の予防方法の教室。個別指導あり。
●ときも栄養教室（全5～6回）
　栄養改善のための、食材の選び方や調理方法など
の教室。個別指導あり。
＊教室に通うことが難しい場合は、担当する地域包
括支援センターに相談してください。

●「みよしの支援センター」に変わります
みよしの授産学園L225－2519

　3月31日、知的障害者福祉法による知的障
害者通所授産施設から、障害者自立支援法によ
る障害福祉サービスの提供施設に変わります。
　同センターでは、就労や生産活動の機会を通
じて、知識や能力の向上に必要な訓練や支援を
行います。また、自立した日常生活や社会生活
ができるよう必要な訓練や支援、希望に応じて
一般就労に必要な支援を行います。
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■平成24年度の国民年金保険料
　4月から来年3月までの国民年

金保険料は、月額14,980円です。

納付書は、日本年金機構から4月

上旬に送付されます。届かない場

合は、埼玉国民年金電話相談セン

ターL248－1165にお尋ねくだ

さい。

　また、国民年金保険料をまとめ

て前払い（前納）すると割り引きに

なる制度があります。

■ご存知ですか？　学生納付特例
　20歳以上の学生で、本人による保険料の支払いが困難な場合は、保

険料を後払いにすることができます。前年度に特例が承認されて、今年

度も同じ学校に在学する方は、日本年金機構から送付される申請書（ハ

ガキ形式）に必要事項を記入し、埼玉事務センターに郵送してください。

ただし、在学する学校などが変わった方、申請書が届かなかった方は、

下記受付窓口での申請が必要です。

対�象…大学・短大・高校・高等専門学校・専修学校などに在学する20

歳以上の学生（所得制限あり）

用�意する物…学生証（新学年の物）または在学証明書・年金手帳・印鑑

受付窓口…市民課・出張所・連絡所

国民年金の届け出・納付は忘れずに     　市民課国民年金担当L224－5764

こんな時 手続き 届け出先 手続きに必要な物

20歳になった 加入
市民課（本庁舎1階）・出張所・連絡所、
第3号被保険者は配偶者の勤務先

印鑑

会社などを退職した 加入 市民課・出張所・連絡所
年金手帳・退職証明書または健康保険
資格喪失証明書など・印鑑

配偶者の扶養から外れた 種別変更 市民課・出張所・連絡所 年金手帳・扶養喪失証明書・印鑑

口座振替にしたい
納付方法
の変更

銀行・郵便局などの金融機関または
年金事務所

預（貯）金通帳・届け出印・年金手帳
など

納付書を紛失した 再発行 年金事務所 年金手帳など
＊会社に就職したり、配偶者の扶養になったりした場合は、勤務先で手続きしてください。

　20歳から60歳までの方が加入する国民年金。加

入する年金の種類は第１号被保険者（自営業者な

ど）・第2号被保険者（会社員や公務員）・第3号被

保険者（第2号被保険者の被扶養配偶者）に分かれま

す。退職や結婚などにより加入の種類が変わるとき

は、年金の届け出が必要です。「届け出や納付を忘

れて年金が受けられない」ということがないように、

自分の年金はしっかり把握しましょう。

　

8
月
の
オ
ー
プ
ン
に
向
け
て
工
事
が
進

む
、
な
ぐ
わ
し
公
園
温
水
利
用
型
健
康
運
動

施
設
。
こ
の
愛
称
を
募
集
し
た
と
こ
ろ
、

百
九
十
点
の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。
た
く
さ

ん
の
ご
応
募
、あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

愛
称

　

Ｐ
ｉ
Ｋ
Ｏ
Ａ（
ぴ
こ
あ
）

提
案
者

　

瀬せ

沼ぬ
ま

進し
ん

一い
ち

さ
ん（
鯨
井
）

愛
称
の
説
明（
原
文
一
部
修
正
）

　

P
i
a
z
z
a 

K
O
A
Z
E
（
ピ
ア
ッ
ツ

ア
小
畔
）
の
頭
文
字
を
採
っ
た
造
語
。

P
i
a
z
z
a
は
イ
タ
リ
ア
語
で
「
広
場
」

を
意
味
し
ま
す
。
ま
た
、
小
畔
は
こ
の
地
域

の
シ
ン
ボ
ル
と
も
い
え
る
小
畔
川
か
ら
採
っ

た
も
の
で
す
。
子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
誰

も
が
小
畔
川
の
せ
せ
ら
ぎ
や
そ
よ
風
に
癒
さ

れ
つ
つ
、
日
常
的
な
運
動
や
健
康
づ
く
り
な

ど
を
楽
し
む
憩
い
の
場
・
地
域
の
交
流
拠
点

と
な
る
広
場
と
し
て
親
し
ま
れ
る
よ
う
、
愛

称
を「
Ｐ
ｉ
Ｋ
Ｏ
Ａ（
ぴ
こ
あ
）」と
し
ま
し
た
。

採�

用
理
由

◦
地
域
性
が
あ
り
、
語
感
・
響
き
が
良
く
、

言
い
や
す
い
た
め
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
親
し

み
を
も
っ
て
覚
え
て
も
ら
え
る
。

◦
愛
称
の
コ
ン
セ
プ
ト
が
、
施
設
の
イ
メ
ー

ジ
に
合
致
し
て
い
る
。

な
ぐ
わ
し
公
園
温
水
利
用
型
健
康
運
動
施
設

愛
称
は「
Ｐ
ｉ
Ｋ
Ｏ
Ａ（
ぴ
こ
あ
）」

公
園
整
備
課
L
2
2
4
︲
5
9
6
5

〜ひとくち情報〜　　ミニ・インフォメーション　　〜ひとくち情報〜
●「子ども手当」は3月分までで終了します　子育て支援課L224－5821
　�4月から新しく始まる制度については、4月25日発行の広報川越でお知らせする予定です。
●市民アンケート集計結果（市内在住の成人3,000人を対象に実施）の閲覧　広聴課L224－5011
　結果は、広聴課（本庁舎3階）・図書館・市ホームページで閲覧できます。ご協力ありがとうございました。
●コミュニティ助成事業　市民活動支援課L224－5705
　同事業は、㈶自治総合センターが実施する宝くじ助成を受け、自治会活動に必要な施設や設備を整備するものです。今年度は、
的場下組自治会でみこし・会議用テーブル・テントなどを、的場中組自治会で、みこし・はっぴ・放送用機材などを整備しました。


